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　人ロの動き

　10月1日現在
男5，133（＋6）

女　　5，197

計10，330（＋6）

世帯数2，354（＋2）

（）内は前月比較
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　期間中の28日には県警のヘリコプター

『こしかぜ号』も千手小学校庭に舞いお

り、事故防止のキャンペーンを行いました。

　みんなはじめてさわるヘリコプターに大

はしやぎ、飛来の意味をかみしめて、今度

こそ事故撲滅を誓いたいものです。

10月の休日救急医　……………………・i

10日＋日町病院7－5566
16日至誠堂医院2－3276
23日池田医院2－2581
30日山口医院2－2174
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四
億
七
千
万
円
で

総
合
体
育
館
工
事
を
契
約

　
先
月
、
一
日
に
人
事
構
成
を
終
え
た
議
会
は
、
五
日
及
び

八
日
に
、
早
々
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
各
会
計
の
補
正
予
算
や
工
事
請
負
契
約
、
一
般
質
問
な
ど

が
主
な
内
容
で
す
が
、
わ
け
て
も
、
町
民
総
合
体
育
館
建
設

の
工
事
請
負
契
約
は
、
こ
の
議
会
の
焦
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
体
施
工
は

　
　
加
賀
田
、
丸
山
、
井
川
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
同
企
業
体
が
ー

　
初
日
五
日
は
、
午
前
中
に
総
合
体
育

館
建
設
工
事
の
入
札
が
あ
っ
た
関
係
か

ら
、
議
会
は
午
後
一
時
の
開
会
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
（

別
掲
）
の
ほ
か
、
農
業
共
済
事
業
な
ど

三
つ
の
特
別
会
計
を
審
議
、
そ
の
後
総

合
体
育
館
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
議

決
し
ま
し
た
。

　
総
合
体
育
館
は
、
鉄
骨
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
、
延
面
積
は

約
四
千
九
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、
ま

た
、
工
事
費
は
四
億
七
千
万
円
と
い
う

大
規
模
な
も
の
で
す
。

　
従
っ
て
、
こ
の
工
事
は
、
体
育
館
の

建
築
、
電
気
設
備
工
事
、
給
排
水
工
事

の
三
つ
の
部
門
に
分
け
請
負
契
約
を
結

ぴ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
体
育
館
の
建
築
に
つ
い

て
は
、
加
賀
田
組
、
丸
山
工
務
所
、
井

川
木
材
工
業
に
よ
る
共
同
企
業
体
が
三

億
九
千
万
円
で
、
ま
た
、
電
気
工
事
に

つ
い
て
は
、
五
千
四
百
万
円
で
、
東
北

電
気
工
事
、
川
西
電
気
工
事
共
同
企
業
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／5日の入札には各工事とも12社が参加。

＼8日には早くも地鎮祭を行いましたo

体
が
施
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
給
排
水
工
事
は
、
二
千
六
百

万
円
で
東
洋
暖
冷
工
業
に
決
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
議
会
の
議
決
を
経
る
金
額

以
下
で
す
の
で
、
落
札
後
た
だ
ち
に
本

契
約
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
五
日
午
前
の
入
札
、

午
後
の
議
会
で
の
正
式
な
請
負
契
約
の

議
決
と
、
あ
わ
た
だ
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
伴
っ
た
体
育
館
建
築
は
、
さ
ら
に

八
日
に
は
現
地
（
消
防
分
遣
所
裏
）
で

地
鎮
祭
も
行
い
、
力
強
く
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　
来
年
の
十
一
月
に
は
、
目
を
み
は
る

ほ
ど
の
町
民
総
合
体
育
館
が
実
現
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
に
金
山
氏

田
中
（
与
）
氏
を
議
会

代
表
監
査
委
に

　
八
日
の
議
会
で
は
、
始
め
に
一
般
会

計
の
補
正
予
算
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
追
加
し
た
予
算
額
は
一
億
五
千
百
六

十
四
万
円
、
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▲
モ
デ
ル
事
業
工
事
費
二
百
二
十
万
円

▲
水
道
事
業
繰
出
金
八
百
万
円
、
▲
二

次
構
農
道
改
良
補
装
工
事
千
六
百
六
十

万
円
、
▲
同
近
代
化
施
設
整
備
事
業
補

助
千
八
百
八
十
万
円
、
▲
同
小
規
模
土

地
改
良
事
業
補
助
千
九
百
三
十
万
円
、

▲
地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
二
千
三
百

七
十
万
円
、
▲
元
町
中
子
環
状
線
舗
装

工
事
三
千
万
円
、
▲
白
倉
教
員
宿
舎
建

設
工
事
九
百
四
十
万
円
、
▲
災
害
復
旧

工
事
費
四
百
十
万
円
な
ど
。

　
歳
入
で
は
、
●
国
県
支
出
金
九
千
六

十
万
円
、
●
町
債
四
千
百
八
十
万
円
、

●
地
方
交
付
税
千
百
五
十
万
円
な
ど
を

あ
て
て
い
ま
す
。

　
］
方
、
こ
の
日
の
議
会
で
は
、
教
育

委
員
の
任
命
に
対
す
る
同
意
、
監
査
委

員
の
選
任
に
対
す
る
同
意
の
二
件
の
人

事
案
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
は
、
九
月
十
五
日
限
り
で

任
期
満
了
を
迎
え
る
金
山
良
晃
氏
を
再

ぴ
任
命
し
た
い
と
い
う
も
の
。
監
査
委

員
は
、
議
会
代
表
と
し
て
選
任
す
る
も

の
で
、
田
中
与
三
郎
氏
が
、
い
ず
れ
も

提
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

般
質
問

懸

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
の
模
様
は

次
の
と
お
り
で
す
。

小
林
正
人
議
員
　
高
額
療
養
費
個

人
立
替
え
払
い
二
か
月
分
の
救
済
対
策

に
つ
い
て

根
津
町
長
今
の
国
保
制
度
の
中
で

は
個
人
の
立
替
え
分
を
救
済
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
仕
組
み
で
あ
る
。

　
医
療
費
の
支
払
い
に
苦
慮
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
援
助
の
手

を
差
し
の
べ
た
い
と
、
生
活
扶
助
、
医

展苛zノ丁美テご1」1》』　ノ’倶　　　　11月12・13日
　会場　総合センター
　、圃絵画・書道・写真など。

＝今から出品の準備をはじめましよう〃＝・

　細部は、総合センターへ。

．
難
鋤
劃

よ
り
助
産
費
及
ぴ
葬
祭
費
が
増
額

し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
四
万
円
で
あ
つ
た
助
産

費
が
六
万
円
に
、
一
万
五
千
円
で

あ
っ
た
葬
祭
費
が
二
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
改
正
で
、
育
児
手

当
金
を
廃
止
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

助
産
費
に
含
め
た
も
の
で
、
こ
れ

ら
の
改
正
は
、
今
月
一
日
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

療
扶
助
な
ど
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
も

貸
付
け
制
度
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
、

そ
う
し
た
制
度
を
う
ま
く
活
用
で
き
る

よ
う
便
宜
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

若
山
三
郎
議
員
停
電
時
に
お
け

る
交
通
安
全
指
導
と
そ
の
対
策
に
つ
い

て根
津
町
長
作
業
停
電
の
と
き
は
、

電
気
会
社
が
広
報
車
、
新
聞
、
有
放
な

ど
で
周
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
交
差

点
の
信
号
も
ス
ト
ッ
プ
す
る
わ
け
で
、

警
察
官
の
指
示
に
従
う
な
り
、
お
互
い

が
注
意
し
合
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
は

な
ら
な
い
。

　
町
の
指
導
員
の
方
々
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
停

電
に
よ
る
交
通
ト
ラ
ブ
ル
は
、
や
は
り

当
事
者
が
注
意
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
第
一
で
あ
る
。



昭和52年10月10日しにわカ』報広｛辮畿嚴鵜｝（3）第230号

建築β蓬

日4
・
違
反
建
物
の

ー

公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
も

　
今
月
十
一
日
か
ら

十
七
日
ま
で
は
、
違

反
建
築
防
止
週
間
で

す
．

町
及
ぴ
＋
日
町
土

木
事
務
所
で
は
、
こ

の
週
間
に
ち
な
み
、

違
反
建
築
物
公
開
パ

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
指
定
区
域
内
の
建
築
や
、
三

階
建
て
の
建
物
．
旅
館
．
寄
宿
舎
等
の

特
殊
建
築
物
は
、
建
築
確
認
申
請
書
を

提
出
し
、
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
工
事

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
以
上
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、

床
面
積
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
（
三
坪
）

未
満
な
ら
そ
の
必
要
は
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
建
築
届
、
建
築
確
認
申
請
書
は
、
役

場
建
設
課
を
通
じ
て
県
知
事
に
提
出
す

る
も
の
で
す
。

　
無
届
け
の
工
事
、
違
反
建
築
な
ど
の

あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
は
十
四
日
、
建
築

確
認
申
請
の
な
い
工
事
や
、
建
築
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
工
事
の
取
り
し
ま

り
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

新
・
増
改
築
等

　
必
ず
届
け
出
を

　
建
物
を
建
築
す
る
場
合
、
工
事
に
先

だ
っ
て
建
築
届
を
県
知
事
あ
て
に
提
出

児
童
手
当
の
支
払
い

　
　
金
融
機
関
で
お
確
か
め
を

　
今
月
十
一
日
は
、
児
童
手
当
（
六
～

九
月
分
）
の
振
込
み
日
で
す
。

　
受
け
ら
れ
る
人
は
、
指
定
金
融
機
関

で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
　
　
☆
　
　
☆
　
　
☆

　
児
童
手
当
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
り

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
が
対
象
で
す
。

※
＋
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養

育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上
が

美
務
教
育
終
了
前
の
児
童
で
あ
る
こ
と
。
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行政苦情相談所

　
　
　
　
　
　
役
所
や
公
社
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

　
時
※
説
明
に
納
得
で
き
な
い

　
4
　
後
※
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

　
午
※
処
理
が
ま
ち
が
っ
て
い
る

　
　
　
　
｝
※
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

乳
夕
※
処
理
が
お
そ
い

9
時
ン
※
不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た

憶
ー
セ

月
後
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

伯
午
総
は
、
お
気
鰹
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い

※
父
母
に
養
育
さ
れ
ず
、
仕
送
り
も
な

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
自
分

の
子
ど
も
と
合
わ
せ
支
給
要
件
に
あ
て

は
ま
る
こ
と
．

　
受
給
で
き
る
の
は
、
養
育
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
で
す
が
、
原
則
と
し
て
父

親
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
は
、
六
月
、
十
月
、
二
月

に
各
四
か
月
ず
つ
を
、
直
接
指
定
の
金

融
機
関
に
振
込
み
ま
す
。

　
新
規
に
申
請
さ
れ
る
と
き
に
は
、
次

押
の
書
類
を
持
つ
て
年
金
係
ま
で
お
い
で

岨
く
だ
さ
い
。

一
　
●
厚
生
年
金
証
書
ま
た
は
健
康
保
険
証

加
●
申
請
人
名
儀
の
預
金
通
帳
（
信
組
か

町
農
協
）
の
記
号
、
番
号
、
●
印
か
ん
、
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一

　
　
　
ら

は
か
求
て

上
凝

り
繰
一

の金年
六
＋
歳
に
な
っ
て
す

　
　
　
　
　
ぐ
も
ら
う
年
金
額
と
、

　
　
　
　
　
六
十
五
歳
ま
で
待
っ
て

か
ら
も
ら
う
年
金
額
は
、
ど
れ
く
ら

い
の
ち
が
い
が
あ
る
の
で
し
よ
う
か

　
こ
の
差
額
は
、
別
図
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
繰
り
上
げ
請
求
を
さ
れ
る
と
、
そ

の
減
額
率
は
生
涯
そ
の
ま
ま
と
な
り

ま
す
。
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繰
り
上
げ
請
求
を
さ
れ
る
と
、
そ
の
減

額
率
は
生
涯
そ
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。

　
仮
り
に
、
六
十
歳
か
ら
も
ら
い
始

め
た
、
人
と
、
六
十
五
歳
か
ら
も
ら
い

始
め
た
人
の
年
金
額
が
、
ほ
ぼ
同
額

に
な
る
の
は
い
つ
ご
ろ
？
…
と
計

算
し
て
み
ま
す
と
、
七
十
一
歳
こ
ろ

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
六
十

五
歳
に
な
っ
て
受
け
た
人
が
ど
ん
ど

ん
有
利
に
な
り
ま
す
。
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例
え
ば
、
天
神
ば
や
し
、
ろ
こ
う
、
．

国
一
節
、
か
ぐ
ら
、
酒
田
節
、
大
の
し

ゃ
か
、
か
べ
ぬ
り
お
け
さ
：
・
な
ど
。

　
こ
れ
ら
を
、
町
の
文
化
的
遺
産
と
し

て
受
け
継
き
、
後
世
に
正
し
く
伝
え
て

行
く
た
め
に
、
関
係
者
が
集
ま
っ
て
話

し
合
い
、
で
き
る
な
ら
、
保
存
会
を
つ

く
り
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　
伝
統
あ
る
芸
能
を
、
よ
り
多
く
の
方

々
か
ら
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
関
心
を

た
か
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
保
存
会

の
設
立
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ん
・
ふ
・
く
・
し

　

き
老
齢
年
金
を

●
　
　
請
求
さ
れ
る
前
に

ん　
　
　
老
齢
年
金
（
通
算
老
齢
年
金
含

　

ね
む
）
は
、
決
め
ら
れ
た
鵯
謬

　
　
を
満
た
し
た
人
で
あ
れ
ば
　
原
貝

●
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●
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●
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●
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な
お
、
こ
の
児
童
手
当
は
、
申
請
人

の
所
得
が
多
い
と
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

き◎と

”rIII”・

　
　
　
こ
ん
な
苦
情
や
要
望
を
お
も
ち
の
方
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
00

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ろ
源
雛
と
覇
講
醒
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

こ
本
秀
雄
さ
ん
、
星
名
社
会
課
長
も
皆
さ
”
称
）
を
つ
く
り
た
い
と
、
次
に
よ
り
結

と
ん
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
．
蜥
成
の
た
め
の
代
表
者
打
合
せ
会
議
を
も

◎
　
　
相
談
は
無
料
で
す
し
、
個
人
の
秘
密
一
　
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
は
完
全
に
守
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
伽
◎
期
月
　
今
月
十
七
日
夜
七
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簡

館民
ら

公
か

公
民
館
で
は
、
町
芸
能
保
存
会
（
仮

町
芸
能
保
存
会
（
仮
称
）
で

　
　
　
文
化
的
遺
産
を
守
リ
た
い

◎
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　
町
内
に
は
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、

先
人
た
ち
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
歌
い
、

踊
り
、
舞
い
継
が
れ
て
き
た
す
ぐ
れ
た

芸
能
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

と
し
て
六
十
五
歳
か
ら
受
け
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
本
人
の
希
望
に

よ
り
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

の
間
な
ら
、
い
つ
で
も
繰
り
上
げ

て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
年
金
を
受
け
る
に
は
、
裁
定
請

求
と
い
っ
て
、
　
一
定
の
手
続
き
を

町
の
年
金
係
で
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
請
求
の
方
法
は
、
　
「
老
齢
年
金

裁
定
請
求
書
」
ま
た
は
「
通
算
老

齢
年
金
裁
定
請
求
書
」
に
、
国
民

年
金
の
記
号
番
号
、
氏
名
、
住
所

支
払
い
金
融
機
関
な
ど
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
通
算
老
齢
年
金
の
場
合

は
、
こ
の
ほ
か
に
通
算
対
象
期
間

を
確
認
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

　
年
金
は
、
い
っ
た
ん
繰
り
上
げ

請
求
を
す
る
と
．
　
一
生
減
額
さ
れ

た
ま
ま
と
な
り
ま
す
し
、
年
金
額

が
増
額
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
満

額
年
金
と
の
差
は
広
が
り
ま
す
。

　
い
ま
で
は
、
平
均
寿
命
が
の
ぴ

て
い
ま
す
の
で
、
だ
れ
も
が
長
生

き
す
る
時
代
で
す
。

　
長
い
老
後
を
考
え
て
み
ま
す
と

健
康
に
全
く
自
信
が
な
い
：
：
：

と
い
う
方
は
別
と
し
て
、
や
は
り

有
利
な
満
額
年
金
を
受
け
た
方
が

よ
さ
そ
う
で
す
。

　
年
金
を
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、

こ
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
…
：
・
…
。
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税ぜぎん金 マ
イ
ホ
ー
ム

　
　
　
　
と
税
金

　
〃
自
分
の
家
に
住
み
た
い
〃
と
い
う

夢
は
、
多
く
の
人
が
持
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
実
際
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り

と
な
る
と
な
か
な
か
大
変
で
す
。

　
そ
こ
で
、
な
る
べ
く
多
く
の
人
が
マ

イ
ホ
ー
ム
を
持
て
る
よ
う
、
税
金
の
面

で
も
い
ろ
い
ろ
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

團
所
得
税
の
住
宅
取
得
控
除

　
　
　
　
　
　
自
分
で
住
む
た
め
に

住
宅
を
新
築
、
ま
た
は

購
入
し
た
と
き
で
、
次

の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ

ば
、
そ
の
住
宅
に
居
住

し
た
年
か
ら
三
年
間
、

三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

当
り
千
円
で
、
最
高
三

万
円
の
住
宅
取
得
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
工
事
完
了
ま
た
は
、

購
入
し
た
日
か
ら
六
か
月
以
内
に
入
居

し
、
引
き
続
い
て
居
住
す
る
こ
と
。

②
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

以
下
で
あ
る
こ
と
。

囹
登
録
免
許
税
の
軽
減

　
新
築
住
宅
の
登
記
で
、
次
の
要
件
に

あ
て
は
ま
る
も
の
は
、
税
率
が
保
存
登

記
で
は
O
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
O
・

ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
ま
た
、
移
転
登
記

で
は
五
．
O
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
O
・
ニ

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

①
家
屋
の
床
面
積
が
百
六
＋
五
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

②
新
築
し
た
人
の
住
宅
用
家
屋
の
保
存

登
記
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
は
新
築
し
た

人
か
ら
，
購
入
し
た
人
の
住
宅
用
家
屋
の

移
転
登
記
で
あ
る
こ
と
。

③
新
築
後
一
年
以
内
の
登
記
の
こ
と
。

　
そ
の
他
、
住
宅
新
築
資
金
の
借
入
等

に
伴
う
抵
当
権
の
設
定
登
記
に
つ
い
て

も
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
税
金

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

主
婦
の
パ
ー
ト

　
　
　
　
と
税
金

　
最
近
は
、
パ
ー
ト
で
働
き
た
い
と
い

う
主
婦
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
パ
ー
ト
収
入
と
所
得
税
の
関

係
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
ま
し
よ
う
。

　
奥
さ
ん
の
パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
が
、

年
間
七
十
九
万
円
（
月
平
均
六
万
五
千

八
百
円
）
以
下
で
、
ほ
か
の
所
得
が
な

い
場
合
に
は
、
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
．

　
ま
た
、
収
入
が
年
間
七
十
万
円
（
月

平
均
約
五
万
八
千
円
）
以
下
で
あ
れ
ば

ご
主
人
の
所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
～
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
～

　
以
上
、
二
つ
の
税
金
は
い
ず
れ
も
所

得
税
に
つ
い
て
の
も
の
で
す
。

　
く
わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、
税
務
署

税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
飲
食
店
や
料
理
店
な
ど
を
利
用
し
た

場
合
に
納
め
る
〃
料
理
飲
食
等
消
費
税

〃
が
、
今
月
一
日
か
ら
、
次
の
よ
う
に

料理飲食等消費税の改正
（県税）

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
税
金
を
納
め
た
し
る
し
の
〃
公
給
領

収
証
は
、
必
ず
受
け
と
り
ま
し
よ
う
。

区分 免　　　　　税　　　　　点 基礎控除 税　　　率

料理店
小料理店

な　　　　　　　　　　　し な　　し

飲食代奉仕料等の
料金の10％

カフエ・バー

キャバレー

旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

宿泊し

たとき

宿　泊 夜間・間食等 昼　食

1人1泊
1500円

1泊2食の宿泊料
金が4000円をこえ
るときは基礎控除

↓500円を差引いた
残り額。

その他の行為は免
税点をこえた場合
料金金額の10％

1泊2食
1人

4ρ00円以下

1入1泊（追加飲
食を含）合計額

　2000円以下

1人1回
2000円以下

宿泊し

ないと

き

休　　憩　　　　飲　　食

な　　し1人1回2DOO円以下
（韓灘霧諮の接待等遊興を伴な）

飲食店
喫茶店等

1人1回2ρ00円以下
婦女の接待等遊興の伴なうとき免税点なし

な　　し

仕出し 1人前2000円以下 な　　し

農
業
共
済
シ
リ
ー
ズ
…
⑥

　
水
稲
の
取
り
入
れ
も
一
段
落
さ
れ
た

こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
作
柄
は
い
か
が
百
円
で
す
か
ら
、
是
非
、
計
画
的
に
限

で
し
た
か
…
…
：
・
。
　
　
　
　
　
　
　
度
額
い
っ
ぱ
い
加
入
し
た
い
も
の
で
す
。

建
物
共
済
の
加
入
は

　
　
　
　
　
　
　
　
万
全
で
し
ょ
う
か
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掛
金
は
、
百
万
円
当
り
わ
ず
か
千
五

共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
、
も
う
一

度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

最
低
千
五
百
万
円

　
　
　
　
は
必
要
で
す

検
針
・
集
金
日

　
変
更
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
〈
東
北
電
力
〉

　
こ
の
た
ぴ
東
北
電
力
で
は
、
増
加
す

る
お
客
様
関
係
の
業
務
を
、
　
一
層
円
滑

に
進
め
る
た
め
、
管
内
全
般
に
わ
た
り

新
し
い
地
域
割
り
を
行
い
、
今
ま
で
の

検
針
日
、
集
金
日
（
振
替
日
）
を
、
十

一
月
分
よ
り
全
面
的
に
組
み
か
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

娩
　
の
旅
　
　
　
　
　
吻

吻
　
農
業
共
済
で
は
〃
旅
〃
を
と
お
ゆ

㈱
し
て
「
藷
の
輪
」
を
ひ
壽
動

㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

望
め
、
六
万
三
千
三
百
円
（
建
濃

吻
共
済
三
百
万
円
を
含
む
）
と
い
う
吻

㈱
格
安
の
費
用
で
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
と
吻

　
こ
の
た
め
、
十
一
月
分
の
検
針
日
、

集
金
日
（
振
替
日
）
が
、
正
常
な
一
か

月
よ
り
、
若
干
延
長
ま
た
は
短
縮
す
る

地
区
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
月
の
検
針

の
際
お
渡
し
す
る
「
検
針
日
．
集
金
日

（
振
替
日
）
変
更
の
お
願
い
」
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
の
う
え
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
検
針
と
集
金
を
同
時
に
行
う

地
区
が
一
部
あ
り
ま
す
の
で
、
各
戸
に

お
配
り
す
る
〃
チ
ラ
シ
〃
を
ご
覧
の
う

え
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

停電のお知らせ

●10月20日（木）／午前8時～

　正午まで中仙田の一部
室島・藤沢・平見

●10月20日（勾／午後1時30分

～4時30分まで高倉
●10月21日（釦ノ4午前9時～正

午まで元町・鶴吉・霜条・
　坪山・田代・星名新田
　　　　　　　　　　　　　　．／

　
万
一
火
災
に
あ
う
と
、
再
建
築
の
た
娩
カ
ー
フ
ェ
リ
！
を
利
用
し
た
楽
し
吻

め
の
費
用
は
、
坪
当
り
二
十
～
二
十
五
㈱
い
旅
を
企
画
し
ま
し
た
。
　
　
　
㈱

万
円
涼
れ
、
裟
と
皐
万
㎜
四
泊
五
日
で
、
時
期
は
三
月
上
㎜

円
は
カ
カ
り
ま
す
　
　
　
吻
旬
と
い
う
絶
好
の
季
節
で
す
．
吻

　
そ
の
う
え
、
家
財
は
タ
ン
ス
な
ど
の
吻
　
申
し
込
み
し
め
切
り
は
十
一
月
娩

家
具
類
か
ら
、
衣
料
品
や
生
活
必
需
品
㈱
末
日
で
す
か
ら
、
早
め
に
共
済
連
娩

だ
け
で
も
一
人
当
り
百
万
円
を
こ
え
ま
吻
絡
員
か
共
済
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
吻

す
か
ら
、
最
低
千
五
百
万
円
は
必
要
も
さ
い
．
く
わ
し
く
ご
説
明
申
し
あ
吻

い
…
に
套
し
よ
う
．
㎜
げ
ま
す
．
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
　
な
お
、
建
物
共
済
に
加
入
済
の
吻

経
済
変
動
に
強
い
　
　
㈱
方
に
は
、
別
途
割
引
き
料
金
も
誘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
定
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
吻

　
　
　
　
　
一
年
契
約
㈱
主
な
〒
ス
　
　
　
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
百
目
・
大
阪
”
神
戸
港
3
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

凝
霜
の
お
す
す
め
す
る
緩
議
（
船
霜
）
3
　
　
吻

済
が
、
わ
が
国
で
第
一
位
の
加
入
実
績
吻
二
日
目
．
宮
崎
“
青
島
踊
え
吻

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
二
十
年
、
三
十
吻
　
ぴ
の
高
原
”
霧
島
温
泉
泊
　
娩

年
の
長
期
の
も
の
に
く
ら
べ
て
、
掛
金
吻
三
日
目
・
桜
島
茎
鹿
児
島
”
吻

が
安
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
㈱
　
開
聞
丘
“
指
宿
温
泉
泊
　

吻

懲
雛
簾
錨
四
錫
鵜
糧
f
㈱

と
が
で
き
る
カ
ら
で
す
　
　
　
　
　
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
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善
意
を
あ
り
が
と
う

　
　
　
香
典
返
し
な
ど

　
　
　
続
々

　
先
月
は
、
次
の
よ
う
に
多
数
の
善
意

が
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

▲
田
中
町
の
半
藤
英
吉
さ
ん
か
ら
、
母

テ
フ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二
万
円
。

▲
上
町
の
高
橋
一
男
さ
ん
か
ら
、
養
母

シ
モ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
三
万
円
。

▲
新
町
新
田
の
若
山
六
郎
さ
ん
か
ら
、

母
リ
ト
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
三
万

円
。▲
野
口
の
村
越
利
雄
さ
ん
か
ら
、
父
藤

松
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円
。

▲
上
野
。
の
青
木
保
さ
ん
か
ら
、
父
福
治

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
一
万
円
。

▲
町
連
合
婦
人
会
か
ら
、
毎
年
行
っ
て

い
る
一
円
玉
募
金
の
成
果
六
万
六
千
三

百
円
を
同
じ
く
社
会
福
祉
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
づ
く
し
の

　
　
　
　
贈
物
二
件

　
東
村
山
市
に
住
む
佐
藤
善
松
さ
ん
（

昭
和
三
十
六
年
藤
沢
か
ら
転
出
）
か
ら

額
に
入
れ
た
農
村
風
景
画
二
枚
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
藤
沢
で
大
工
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
絵
画
も
達
人
で
、
今

で
は
松
雲
と
い
う
雅
号
で
、
東
京
都
の

美
術
協
会
員
、
同
美
術
展
な
ど
で
十
回

近
く
の
入
選
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
民
俗
資
料
館
に
は
、
都
民
美
術

展
に
入
選
の
同
氏
の
冬
げ
し
き
の
絵
が

一
枚
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ほ
ど
の
二

枚
も
同
館
に
飾
り
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
寺
尾
の
高
橋
吉
太
郎
さ
ん
か

ら
、
丹
誠
こ
め
た
お
も
と
の
鉢
植
え
を

総
合
セ
ン
タ
ー
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
に
お
い
で
の
際
は
ご
観
賞

く
だ
さ
い
。

佐
藤
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た

田
か
き
．
い
ざ
り
ば
た
の
絵

た
く
さ
ん
。
警
察
庁
で
は
、
十
月
を
中
心

に
、
危
険
な
銃
や
刃
物
な
ど
、
凶
器
の

全
国
集
中
取
り
し
ま
り
を
行
つ
て
い
ま

す
。　
ピ
ス
ト
ル
な
ど
銃
砲
を
使
っ
た
犯
罪

は
、
昨
年
い
っ
ぱ
い
で
三
百
四
十
一
件
、

包
丁
や
刀
剣
な
ど
に
よ
る
犯
罪
は
、
ざ

銃
砲

・
刀
剣
は
届
け
出
を

不
注
意
な
保
管
は
犯
罪
の
も
と

ピ
ス
ト
ル
や
日
本
刀
を
振
り
ま
わ
す
　
の
は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
の
な
か
だ
け
で

す
ぐ
で
き
る

　
　
体
力
づ
く
り

　
最
近
、
あ
な
た
は
太
り
す
ぎ
た
り

体
力
が
め
っ
き
り
お
と
ろ
え
た
と
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
人
の
ほ
と
ん

ど
は
、
栄
養
の
と
り
す
き
や
運
動
不

足
な
の
で
す
．

　
体
力
の
お
と
ろ
え
を
防
ぐ
に
は
、

特
別
の
こ
と
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
．

つ
と
九
千
件
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
銃
砲
は
も
ち
ろ
ん
、
刀
剣
は
全
て
警

察
に
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
正
規
の
手
続
き
で
保
管
し
て
い
て
も

不
注
意
、
不
用
意
で
大
変
な
犯
罪
を
生

む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
例
え
ぱ
、
歩
く
距
離
を
だ
ん
だ
ん

延
ぱ
し
た
り
、
な
わ
飛
ぴ
ゃ
柔
軟
体

操
な
ど
、
軽
く
汗
ば
む
く
ら
い
の
運

動
を
す
る
だ
け
で
十
分
で
す
。

　
ま
た
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
適
量
の
食
事
を
規
則
正
し
く
と
る

こ
と
も
、
体
力
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
夜

ふ
か
し
は
禁
物
で
す
。

　
ひ
ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け

が
、
体
力
づ
く
り
に
役
立
ち
ま
す
。

＝
＝
≡
＝
≡
＝
＝
－
≡
一
≡
＝
＝
一
≡
…
＝
＝
…
＝
＝
一
＝
≡
＝
≡
≡
＝
≡
＝
－
＝
＝
＝
≡
＝
＝
≡
＝
＝
一
＝
≡
≡
＝
＝
一
≡
－
一
＝
一
＝
≡
＝
≡
一
≡
一
≡
＝
一
≡
＝
≡
＝
≡
＝
≡
＝
一
一
≡
≡
…
…
≡
＝
≡
≡
≡
＝
≡
≡
＝
－
一
≡
≡
≡
＝
≡
＝
…
“

分遣所うらでは、建設のため土質調査を開始。

室内トランク・すもう場も

できる町民総合体育館
　
町
民
総
合
体
育
館
の
建
設
が
始
ま

り
、
こ
の
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
一
段

と
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
予
定
と
し
て
は
、
来
年
十
一
月
に

堂
々
オ
ー
プ
ン
し
た
い
と
い
う
こ
の

体
育
館
、
思
え
ば
、
体
協
の
人
た
ち

の
み
な
ら
ず
、
全
町
民
待
望
の
も
の

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
町
議
会
に
体
育
館
建
設
を
訴
え
た

の
は
、
も
う
四
年
も
前
の
こ
と
、
す

ぐ
に
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
陰
に
は

財
政
事
情
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
規

模
、
構
想
を
練
る
期
日
を
必
要
と
し

た
か
ら
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　
か
い
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
お
目
み

え
す
る
体
育
館
は
、
郡
市
内
で
も
初

の
も
の
。
こ
の
町
の
規
模
に
は
マ
ッ

チ
し
な
い
ほ
ど
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
も
の

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
、
町
民
の

殿
堂
と
も
な
る
こ
の
施
設
、
ま
だ
着

手
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
一
面

を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
囹

　
町
民
総
合
体
育
館
は
、
名
前
の
と

お
り
、
体
育
館
と
町
民
会
館
的
な
要

素
を
含
ん
だ
総
合
的
な
も
の
で
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
や
会
議
室
も
備
え
て
い

ま
す
の
で
、
と
き
に
は
娯
楽
の
場
に

な
り
、
研
修
、
会
議
も
自
由
で
す
。

　
体
育
館
そ
の
も
の
の
大
き
さ
は
、

川
西
中
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い

の
も
の
で
す
が
、
そ
れ
に
付
随
す
る

す
も
う
場
．
柔
剣
道
場
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
に
は
こ
と
に
趣
向

が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
す
も
う
場
で
す
が
、
室
内

に
あ
り
な
が
ら
床
は
全
部
土
、
冬
季

間
土
に
な
じ
め
な
い
特
殊
事
情
を
考

慮
し
た
ゆ
え
ん
で
す
。

　
す
も
う
に
限
ら
ず
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
は
や
は
り
土
に
じ
か
に
ふ
れ
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
，
に
は
、
ど

ん
な
施
設
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昔
か
ら
皆
さ
ん
お
な
じ
み
の
ろ
く

　
　
　
ぼ
く
、
老
若
を
問
わ
ず
ろ
く
ぼ
く
を

用
い
て
姿
勢
を
正
す
の
は
健
康
の
秘

け
つ
だ
と
い
い
ま
す
。

　
女
の
方
に
は
、
チ
ャ
イ
ム
サ
イ
ク

ル
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
ペ
タ
ル
を
踏
み
な
が
ら
、

美
容
と
健
康
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

な
ど
も
欲
し
い
で
す
ね
。

　
こ
う
し
た
設
備
は
、
完
成
後
徐
々

に
備
え
ら
れ
る
模
様
で
す
が
：
・
。

な
の
で
す
。

完
成
ま
で
、

ち
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
ニ
階
に
は
、
会
議
室
、
観
覧
席
、
　
㎜

そ
し
て
自
慢
で
き
る
も
の
と
し
て
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
周
百
八
十
七
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
ッ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

ク
が
で
き
る
構
想
で
す
。
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
冬
で
も
、
雨
の
中
で
も
、
ト
レ
ー
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ニ
ン
グ
は
存
分
に
で
き
ま
す
。
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
だ
れ
も
が
気
や
す
く
立
ち
寄
れ
る
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

体
育
館
、
立
ち
寄
っ
た
ら
、
何
か
に
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

手
を
か
け
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
施
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

設
、
そ
ん
な
構
想
を
め
ぐ
ら
し
た
の
㎜

が
、
こ
の
ほ
ど
着
工
の
総
合
体
育
館
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
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忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
古
い
貯
金
通
帳

　
郵
政
省
で
は
、
十
年
間
ご
利
用
が
全

く
な
い
貯
金
の
預
金
者
に
、
そ
の
貯
金

を
継
続
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、
ま

た
は
、
払
戻
し
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

通
知
し
て
い
ま
す
。

　
通
知
後
二
か
月
過
き
て
も
な
お
ご
利

用
の
な
い
と
き
は
、
そ
の
貯
金
の
権
利

は
消
滅
し
ま
す
．

　
例
年
、
権
利
が
消
滅
す
る
貯
金
は
、

全
国
で
約
百
五
十
万
件
も
あ
り
、
な
か

に
は
、
通
帳
面
の
残
高
は
少
額
で
も
、

・
証
書

利
子
を
合
わ
せ
る
と
思
わ
ぬ
金
額
に
な

っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に

通
帳
や
証
書
を
郵
便
局
へ
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
通
帳
等
が
な
い
場
合
に
は
、

再
交
付
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
古
い
通
帳
等

が
机
の
引
き
出
し
や
、
タ
ン
ス
の
中
へ

し
ま
っ
た
ま
ま
忘
れ
て
い
な
い
か
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。

薬
物
乱
用
防
止
強
化
月
間

　
　
　
　
　
　
紛
月
1
日
～
3
1
日

◎
恐
ろ
し
い
シ
ン
ナ
ー
、
接
着
剤
の
乱

　
用
を
防
ご
う
ー
●

　
最
近
「
シ
ン
ナ
ー
遊
ぴ
」
と
称
し
て

こ
れ
ら
の
臭
い
を
か
ぐ
非
行
が
流
行
し

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
考
冴

麻
薬
禍
　
　
　
多

　
防
、
，
こ
う

嬢
．
も

販
売
店
で
は
・
・
：
：
そ
の
用
途
、
目
的

　
　
を
確
認
の
う
え
、
有
害
性
．
危
険

　
　
性
・
取
扱
い
方
法
を
説
明
し
、
不

　
　
審
な
者
、
ま
た
は
そ
の
取
扱
い
に

　
　
不
安
の
あ
る
者
に
は
、
販
売
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
う
に
し
ま

隊業登鰍旬

｝
障
害
者
と
し
…

～

｝　　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

　
　
福
祉
社
会
の
充
実
発
展
が
強
調
さ

領
そ
の
前
提
と
し
て
・
心
身
障
害

～～

者
や
、
老
人
な
ど
を
対
象
と
し
た
ア

　
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
地
域
社
会
福
祉

　
協
議
会
の
面
々
と
の
対
話
な
ど
、
一

　
つ
一
つ
身
近
か
に
、
ま
た
、
具
体
的

　
実
践
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
し
か
し
、
個
人
の
障
害
者
に
つ
い

w納 　て
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
、
程
度

　
の
異
な
る
障
害
を
か
か
え
て
、
就
職

　
結
婚
住
宅
建
築
な
ど
を
、
は
じ
め
て

　
い
る
人
も
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し

ぞ
、
各
種
の
生
活
問
題
で
、
一
人
思

｝
　
い
悩
み
、
次
第
に
孤
立
化
し
て
し
ま

　
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
そ
こ
で
、
心
身
障
害
者
同
志
の
連

　
帯
な
ど
、
隣
近
所
で
、
で
き
た
ら
交

　
換
し
た
い
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
も

　
の
で
し
ょ
う
。

　
　
み
ず
か
ら
障
害
に
負
け
ず
、
く
じ

け
ず
う
ち
か
っ
て
生
き
ぬ
く
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
大
の
努
力
を
し
て
い
る
人
の
ナ
マ

体
験
談
な
ど
、
広
く
掲
載
紹
介
し
て

　“∞　“”　皿
毒
謝
嚢

　
い
つ
ま
で
も
、
ど
こ
に
い
て
も
気

軽
に
読
め
る
よ
う
に
、
ポ
ケ
ヅ
ト
サ

イ
ズ
の
本
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
私
ど
も
が
日
ご
ろ
手
ば
な
せ
な
い

羅鑓
雛
騰
難

る
誓
と
よ
旨
歎

騒
灘
麺
鷺
激

る
だ
ろ
う
　
宿
命
と
受
け
と
め
て
あ

す
を
生
き
よ
う
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

生
活
は
、
単
調
で
も
あ
ろ
う
。

　
私
は
、
上
下
肢
不
自
由
、
右
半
身

ま
ひ
の
障
害
者
と
し
て
、
乙
の
雑
誌

の
早
急
な
実
現
を
願
う
の
で
す
。

　
　
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
．
．
．
．
。
．

　
　
子
ど
も
の
態
度

　
　
行
動
、
友
だ
ち

　
　
関
係
に
＋
分
注

　
　
意
し
ま
し
ょ
う

学
校
・
事
業
所
で
は

　
　
・
…
有
害
性
を

　
　
理
解
さ
せ
、
管

　
　
理
に
も
＋
分
注

　
　
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
覚
せ
い
剤
・
麻
薬

　
を
み
ん
な
で
撲
滅

　
し
よ
う
ノ
。

　
覚
せ
い
剤
．
麻
薬

一．9月の交通事故発生件数一
「
ー
1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
1
－
1
－
1
」

　　　　　　今月　　　累計

件数6（2）18㈲
傷者8（2》23⑲
死者　1（0）1（2）
酒よい　 0⑩）　1（1）
酒気おぴ　　　1（1）　　9㈹

　　（）内は前年件数

　
「
1
－
1
曾
ー
9
曹
1
ー
ー
響
曹
豊
－
量
1
6
ー
ー
閣

饅
＝
一
＝
一
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
幽
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
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水
品
　
学
美
　
文
夫
　
長
女
　
三
　
領

小
林
百
合
香
　
新
司
　
長
女
　
栄
　
町

根
津
　
玲
子
　
昭
一
　
長
女
　
上
　
野

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

器雛器

艦
禦
饗
鷺
籔
欝
郷
曙
窺
樋
謙
器

　
ま
た
、
一
方
で
は
暴
力
団
の
有
力
な
u
”

資
金
源
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
．
　
　
う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

彫もも

登朝高尾平
坂倉橋身野

滋祥久愛清
　子夫子志

長
谷
部
好
子

中
條
春
芳

中
條
由
美
子

四
郎
兼

＋
日
町
か
ら

大大秋岩茨三
領城
か
ら

瀬田
か
ら

倉倉
か
ら

献血車

ゆう愛号の来町

・11月7日・10時～5時

・総合センター

・16歳以上。65歳まで
の方大勢のご協力を〃

南根小田小古
雲津林中林澤

啓章寛房守圭
至　 樹子

高
橋
和
香
子

丸
山
智
恵
子

桐
生
千
恵

正正盛文新功茂邦徹
實夫郎一一　夫男
　　　　郎
二二長長三長長長長
女女女男男男女男男

大東寺四原元下中上
白善　 郎　　　　仙
倉寺尾兼田町原田野

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

木
村
　
一
雄

登
坂
キ
シ

丸
山
梅
太
郎

相
崎
福
治

丸
山
マ
ツ
ノ

澤若高根木
口山橋津村

キリキツシ
セトミタフ

室
島

中
仙
田

四
＋
歩

中
島
町

中
屋
敷
仁
田
上
野
原
田

新
町
新
田

下
平
新
田

九八八八八七六六五一
六六六三二二六四一六

川
西
駐
在
所

　
　
仮
移
転
の
お
知
ら
せ

　
家
屋
修
理
の
た
め
、
今
月
一
日
か
ら

一
か
月
間
、
左
記
に
仮
移
転
し
ま
し
た
。

※
山
野
田
地
内
栄
町
住
宅

　
有
線
　
二
一
九
五
香

徽
撰秘
小わ輩

昨
項

　
　
　
　
　
上
野
　
　
　
　
予

名
月
の
鎮
守
の
森
を
上
り
け
り

ひ
ろ
ぴ
ろ
と
白
き
芒
の
闇
に
浮
く

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
片
桐
玉
章

朝
寒
の
焚
火
に
土
工
集
り
て

山
茶
花
の
白
の
目
立
て
る
駅
に
立
っ

　
　
　
　
　
　
千
手
山
賀
春
江

鶏
頭
花
燃
ゆ
る
あ
た
り
の
日
射
し
か
な

口
笛
に
風
わ
た
る
な
り
芒
原

　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
笑
子

く
ず
れ
ゆ
く
日
和
か
宵
の
赤
き
月

竜
胆
の
花
活
け
あ
り
し
山
の
宿

　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

句
の
浮
か
ぬ
ま
ま
虫
の
音
を
聞
き
居
た
り

　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
水
月

手
の
ひ
ら
に
稲
豊
作
と
見
た
り
け
り

　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

秋
晴
や
彼
岸
あ
か
ね
が
二
三
と
ぷ

・
評

　
「
秋
た
け
て
白
き
芒
の
闇
に
浮
き
」

白
き
芒
で
秋
深
い
頃
が
わ
か
る
。
言
い

過
ぎ
を
し
な
い
で
余
情
に
す
る
こ
と
が

肝
要
。
何
も
彼
も
言
お
う
と
す
る
と
句

は
そ
れ
だ
け
の
も
の
に
終
っ
て
し
ま
う
。

重
畳
た
る
感
懐
を
一
つ
の
写
生
の
描
写

に
表
現
す
る
。
む
づ
か
し
い
こ
と
で
あ

る
が
そ
れ
だ
け
興
味
が
湧
く
。

太
田
白
南
風
選

　
入
沢
宏




